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　　　　　　ら聯ど弓ご’り②

剛
県
民
税
等
の

申
告
梱
談
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
き

期
間
／
2
月
B
日

◆
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
人
の
基
準
は
？

　
平
成
1
5
年
1
月
1
日
現
在
、
住

民
登
録
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
町

内
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
前
年
の
1

年
間
に
得
た
所
得
を
平
成
1
5
年
3

月
1
4
日
ま
で
に
申
告
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
お
住
ま
い
の
地
区
ご

と
に
、
日
程
表
の
と
お
り
受
け
付

け
ま
す
の
で
申
告
を
お
こ
な
っ
て

下
さ
い
。

◆
所
得
の
な
い
人
も
？

　
こ
の
申
告
は
、
町
県
民
税
・
国
民

健
康
保
険
皇
道
の
課
税
額
の
算
定

基
礎
と
な
り
ま
す
。

　
所
得
の
な
い
人
で
も
申
告
を
し

な
い
と
、
扶
養
手
当
認
定
や
児
童

手
当
、
医
療
保
険
給
付
、
保
育
所

入
所
、
公
営
住
宅
の
入
居
、
奨
学
資

金
貸
付
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
税

の
減
免
、
そ
の
他
住
民
と
し
て
の
特

典
を
受
け
よ
う
と
す
る
時
、
所
得

証
明
書
を
発
行
す
る
際
等
に
支
障

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

も
れ
な
く
申
告
し
て
下
さ
い
。

◆
申
告
時
に
必
要
な
書
類

　
等
は
？

　
申
告
に
は
、
次
の
書
類
が
必
要

で
す
。
申
告
ま
で
に
必
ず
準
備
し

て
お
い
て
下
さ
い
。

●
日
稼
ぎ
や
出
稼
ぎ
又
は
パ
ー
ト

で
収
入
の
あ
っ
た
方

・
事
業
主
（
雇
い
主
）
か
ら
の
賃
金

の
支
払
証
明
書
（
事
業
主
か
ら
給

与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た

方
は
不
要
）

●
農
林
業
・
畜
産
に
よ
り
収
入
の

あ
っ
た
方

・
田
畑
で
生
産
し
た
作
物
、
作
付

面
積
の
明
ら
か
に
な
る
も
の

・
農
産
物
等
（
米
、
み
か
ん
、
柿
、
野

菜
、
椎
茸
等
）
の
収
穫
量
又
は
販

売
金
額
を
証
明
す
る
も
の
（
販
売

先
か
ら
の
出
荷
証
明
書
等
）

・
平
成
1
4
年
中
に
支
払
っ
た
必
要

経
費
の
領
収
書
（
農
機
具
、
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
等
の
購
入
費
、
雇
人
費
、

土
地
改
良
費
、
燃
料
費
、
地
代
、

事
業
用
借
入
資
金
の
利
息
明
細
書
、

農
作
業
委
託
料
の
領
収
書
等
）

・
肉
用
牛
の
せ
り
市
場
に
お
け
る

売
り
渡
し
証
明
書
（
1
0
0
万
円

未
満
の
子
牛
の
売
却
所
得
に
つ
い

て
は
、
所
得
税
、
町
県
民
税
に
限

り
家
畜
市
場
の
売
却
証
明
書
が
あ

れ
ば
免
税
所
得
と
な
り
、
そ
の
証

明
書
が
な
い
場
合
に
は
課
税
所
得

と
な
り
ま
す
。
）

●
土
地
や
建
物
の
譲
渡
、
貸
土
地
、

貸
家
又
は
立
木
の
売
却
等
の
あ
っ

た
方

・
そ
の
収
入
及
び
支
出
の
明
ら
か

に
な
る
書
類
等
（
契
約
書
又
は
支

払
明
細
書
、
必
要
経
費
の
領
収
書

等
）※

公
共
の
用
地
買
収
に
よ
る
補
償

金
が
あ
っ
た
場
合
も
申
告
が
必
要

で
す
。

●
そ
の
他
の
所
得
の
あ
っ
た
方

・
そ
の
収
入
及
び
支
出
の
明
ら
か

に
な
る
書
類
等
（
収
支
計
算
書
、

家
計
簿
等
）

●
各
種
年
金
、
共
済
金
、
恩
給
等

を
受
給
し
て
い
る
方

・
平
成
1
4
年
中
の
源
泉
徴
収
票
又

は
年
金
等
支
払
通
知
書

●
保
険
契
約
に
基
づ
き
受
け
取
っ

た
生
命
保
険
又
は
満
期
返
戻
金

等
の
一
時
的
な
収
入
の
あ
っ
た
方

・
保
険
会
社
等
支
払
先
発
行
の
支

払
証
明
書

〔
そ
の
他
に
持
参
す
る
も
の
〕

・
印
鑑

・
平
成
1
4
年
中
に
支
払
っ
た
生
命

保
険
料
、
個
人
年
金
の
保
険
料
、

国
民
年
金
保
険
料
、
火
災
保
険
等

損
害
保
険
料
の
証
明
書

・
所
得
税
確
定
申
告
に
よ
り
、
還

付
申
告
（
払
い
戻
し
請
求
）
を
行
い

た
い
方
は
、
勤
め
先
交
付
の
源
泉

徴
収
票

・
所
得
が
あ
り
、
前
年
の
医
療
費
の

控
除
を
受
け
た
い
方
は
、
病
院
及

び
調
剤
薬
局
等
の
領
収
書
又
は
医

師
の
通
院
証
明
書

◆
所
得
税
の
確
定
申
告
が

　
必
要
な
方
は
？

○
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
が
、
基

　
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養

　
控
除
等
控
除
額
の
合
計
を
超
え

　
る
方

○
給
与
所
得
者
で
給
与
の
年
収
が

　
2
千
万
円
を
超
え
る
方
、
又
は

　
給
与
所
得
や
退
職
者
所
得
以

　
外
の
所
得
が
2
0
万
円
（
肉
用
牛

　
の
免
税
所
得
を
含
む
）
を
超
え

　
る
方

○
給
与
所
得
者
で
、
昨
年
中
2
ヵ

　
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
を
受

　
け
て
い
る
方
で
、
年
末
調
整
を

　
さ
れ
な
か
っ
た
従
た
る
給
与
収

　
入
額
と
そ
の
他
の
所
得
金
額
の

　
合
計
額
が
2
0
万
円
を
超
え
る
方

◆
所
得
税
の
還
付
申
告
に

　
つ
い
て

　
源
泉
徴
収
さ
れ
た
、
又
は
予
定

納
税
を
し
た
所
得
税
が
納
め
過
ぎ

に
な
っ
て
い
る
方
は
、
そ
の
還
付
を

請
求
す
る
申
告
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　
こ
の
申
告
書
は
、
延
岡
税
務
署

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
早
く
申
告
書
を
提
出
し
、
過

納
と
な
っ
て
い
る
所
得
税
の
還
付

を
請
求
し
て
下
さ
い
。

　
特
に
次
の
よ
う
な
方
は
、
所
得

税
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
な
い

か
ど
う
か
、
十
分
ご
確
認
下
さ
い
。

○
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
や

　
医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
、

　
寄
付
金
控
除
、
政
党
等
寄
付
金

　
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で

　
き
る
方

○
平
成
1
4
年
中
に
勤
務
先
を
退
職

　
さ
れ
た
後
、
再
就
職
さ
れ
な
か

　
つ
た
方
で
、
年
末
調
整
を
行
わ

　
な
か
っ
た
方

○
退
職
所
得
の
あ
っ
た
方
で
、
そ
の

　
所
得
を
含
め
て
申
告
す
る
こ
と

　
で
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
に

　
つ
い
て
、
特
別
減
税
の
適
用
が
で

　
き
る
方

◆
税
務
署
か
ら
所
得
税
確

　
定
申
告
の
案
内
が
あ
っ

　
た
方
へ

　
延
岡
税
務
署
か
ら
直
接
申
告

書
用
紙
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
郵
送

さ
れ
、
申
告
相
談
日
の
来
場
案
内

が
あ
っ
た
方
は
、
次
の
日
程
に
申

告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
2
月
1
9
日
（
水
）
・
2
0
（
木
）

　
　
　
　
の
午
前
8
時
3
0
分
か

　
　
　
　
ら
午
後
4
時

▽
場
所
　
西
郷
村
ニ
ュ
ー
ホ
ー

　
　
　
　
プ
セ
ン
タ
i
（
西
郷

　
　
　
　
村
大
字
田
代
1
8
7
0

　
　
　
番
地
・
6
9
－
2
1
3
0
）

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉

③鵜8こう

町県民税・国民健康保険税等申

月日（曜日） 地　区 受付対象となる地区 受付時間 受　　付　　会　　場

2月13日（木） 越　　表
中水流・田ロ八ツ山 9：30～11：30 越表生活改善センター

児洗・一松露 13：30～15：00 児洗集会所

14日（金） 仲　　深
下仲瀬・久居原・下水流 9：30～11：30

深谷・野々崎 13：00～15：00
仲深地区集落センター

17日（月） 坪　　谷
東石原・西石原・本村 9：30～11：30

赤井笠・上野原 13：00～15：00
坪谷地区多目的集会施設

18日（火） 坪　　谷
仲崎・多武ノ木・瀬平 9：30～11：30

一谷原・市谷川崎 13：00～15：00
坪谷地区多目的集会施設

24日（月） 下渡川 区全域 10：00～11：30 下渡川地区集会施設

井尻・深瀬・日ケ道・樋田 9：30～11：30

25日（火） 羽　　坂
硯野・羽坂・沖之水流・小長野 13：00～15：00

羽坂生活改善センター

鶴野内
山内・中山 9：30～11：30 鶴野内地区コミュニティセンター

26日（水）
前田・中水流・下村・住宅 13：00～15：00 大工野地区集落センター

鶴野内 大工野・沢潟 9：30～11：00

27日（木）
田　　野b 区全域 13：30～15：00

田野地区集落センター

28日（金） 迫野内
鹿瀬・西谷 9：30～11：30

東下・東上 13：00～15：00
迫野内地区多目的集会施設

3月3日（月） 迫野内 地内 9：30～11：00 迫野内地区多目的集会施設

八重原 区全域 13：30～15：00 八重原地区高齢者プラザ

4E］（火） 小野田
三下1・2・又中・田上・住宅 9：30～11：30

大谷・小野田1・2 13：00～15：00
町中央公民館第4研修室

5日（水） 福　　瀬
中野原1・2 9：30～11：30

中野原3・出子・住宅 13：00～15：00
中野原営農研修施設

6日（木） 福　　瀬
上村1・2・3 9：30～11：30

下村・鳥川 13：00～15：00
福瀬公民館

10日（月） 福　　瀬 広瀬・日田尾・鵜戸木 9：30～11：30 広瀬生活改善センター

寺　　迫
庭田・長崎 9：30～11：30

11日（火）

中尾・吉牟田 13：00～15：00
吉牟田地区コミュニティセンター

落鹿 9：30～11：30

12日（水） 寺　　迫
寺迫・山ノロ 13：00～15：00

寺迫公民館

13日（木） 9：00～11：00

14日（金）
町内全域 ※各地で申告できなかった者

13：00～16：00
町中央公民館第4研修室

　
な
お
、
指
定
日
に
申
告
で
き

な
い
場
合
、
町
税
務
課
で
は
受

付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
延
岡
税

務
署
で
申
告
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
平
成
1
5
年
越
ら
農
業
収
入
（
田
）

に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
収
支
計

算
に
な
り
ま
す
の
で
、
領
収
書

等
の
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
各
地
区
で
の
申
告
相

談
期
間
中
は
、
税
務
課
職
員
が

各
地
区
会
場
に
出
向
き
ま
す
の
で
、

役
場
税
務
課
窓
口
で
申
告
を
受

け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
指
定
さ
れ
た
会
場
で
申
告
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
3
月
1
3
・
1
4
日
の
い
ず

れ
か
の
日
に
必
ず
申
告
を
済
ま

せ
て
下
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課
課

税
係
（
費
6
9
1
3
9
0
4
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

税
の
相
談
は

お
気
軽
に
…

　
　
税
務
課
　
課
税
係

　
　
　
歴
6
9
1
3
9
0
4

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉



　　　　　　　競ど弓こいり④

こ露霜雛の説蜘きて5・るll

最近税務課にお問合せの多い事項をQ＆Aで紹介いたします。

Q2，

A2．

Q3，

A3，

腰送顛張が近づきましたが、事毒があし1絶三≒πに全書をΣτ£るここが二肇です，ご竃して統・τ

はできますか？

特に事情がある場合には分割して納付もできる場合がありますので、税務課にお早めにご相談

ください。

鋭金の紅勺’のことで層訟をしたいのですが、ノ＝事などで役場1こ行くことができません，どうし

たらよいですか？

まずお電話でご相談いただきますようお願いいたします。

Q・4，チ＿の子ども、親　の三丁先導や紅ノτの〉エ況をおしえてほしいのですがつ

A4，原則としてご本人以外にはお答えできませんので、ご本人から直接お問合せいただくか、ある

　　　いは委任状をご用意いただきます。なお、　（ご本人とおっしゃっても）電話でのお答えはでき

　　かねますのでどうぞご理解をお願いいたします。

Q5，軽下馬…巨税の納税通チ＝圭や琶○天が送られてきますが、もう2，3三ξから’i≡lrしていませぬ。

　　　どうしたらよいですかつ

A5．軽自動車税は、その年の4月1日現在の軽自動車（原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動

　　　車、二輪の小型自動車）の所有者に課税されます。今一っておられなくてもそのままですとこ

　　　れからも税金がかかります。標識（ナンバープレート）をお持ちの場合はそれをお持ちになつ

　　　て税務課で廃車手続をしてください。また、紛失などで標識（ナンバープレート）がない場合

　　　にはその旨税務課まで申し出てください。なお、125CCを超えるバイク、軽自動車（四輪

　　　乗用・四輪貨物）についての廃車手続等につきましては宮崎県軽自動車協会（TELO985

　　　－5／－3070）か、日向自動車登録代行サービス（TEL54－3020）にご相談くだ

　　　さい。

容69－3904●税務課（課税係・固定資産係・地籍係）直通電話

国
説
庁

　
ホ
ー
乙
ペ
ー
ジ
で

所
得
税
の
確
定
申
告
所
が
作
成
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
計
算

シ
ュ
ミ
レ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
」
を
「
所

得
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
に

改
め
、
こ
こ
で
作
成
し
た
申
告
書
は

税
務
署
に
提
出
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

●
作
成
コ
ー
ナ
ー
の
ポ
イ
ン
ト

①
利
用
で
き
る
方

・
A
様
式
及
び
B
様
式
を
利
用
さ
れ

る
方
（
た
だ
し
、
申
告
内
容
に
よ
っ

て
は
利
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
）

②
主
な
機
能

・
対
話
型
の
入
力
、
直
接
入
力
に
よ

　
る
作
成

・
利
用
頻
度
に
よ
る
専
用
メ
ニ
ュ
ー

・
提
出
用
、
住
民
税
用
や
本
人
控
用

　
申
告
書
の
出
力

・
問
い
合
わ
せ
用
の
掲
示
板
設
定

●
利
用
の
ポ
イ
ン
ト

次
の
こ
と
を
必
ず
お
こ
な
っ
て
下
さ

い
。・

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
の
使
用

・
普
通
紙
使
用
　
　
　
な
ど

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

7
言
ミ
≦
≦
≦
・
ヨ
9
．
O
o
も
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平
癒
儒
年
澗
防
出

　　

Q
群
の
部
で
第
1
1
部
（
仲

　
新
年
の
辟
刀
頭
を
飾
る
東
郷
町

消
防
団
出
初
め
式
が
、
1
月
5

日
（
日
）
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
雪
が

舞
い
、
時
折
寒
風
が
吹
き
す
さ

ぶ
中
、
消
防
団
員
2
7
4
名
が

出
場
し
て
総
練
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
か
ら
一
斉
放
水
に

変
わ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
下
広
場

で
ポ
ン
プ
操
法
（
ち
ょ
う
ち
ん

落
し
）
が
行
わ
れ
、
新
春
に
相

応
し
い
き
び
き
び
と
し
た
出
初

め
式
で
し
た
。
　
（
審
査
結
果
は

次
の
と
お
り
）

総合優勝の第11部の勇姿

勝
！雪の舞い散る開会式

円
く
、
尋

轡墾轡

　分列行進ちょうちん落とし

ちょうちん落とし
@　（審査対象外）

審査区分 優　勝 第2位 第3位

部 タ　イ　ム 総　合　の　部
第11部
i仲深）

第　2　部

i福瀬）

第10部
i田野）

第　8　部 37秒70
総　練　の　部

第10部
i田野）

第　8　部

i鶴野内）

第11部
i仲深）

第11部 38秒89

第10部 39秒47

平成14年度操
@大会の部（夏
G大会）

第11部
i仲深）

第2部
i福瀬）

第6部
i越・下）

第1回任意合併協議会
　まちの将来について考えよう特集「市町村合併問題」⑤将のち

△
護
に
旦
情
長

ま
製
長
に
門
川
町
・

　
　
東
郷
町
の
町
長

　
　
を
選
出
し
た
ほ
か
、

　
日
向
市
、
門

川
町
、
東
郷
町

の
3
市
町
を
枠

組
み
と
し
て
、

合
併
に
関
す
る

諸
問
題
に
つ
い

て
調
査
・
検
討

を
行
う
た
め
「
日

向
市
・
門
川
町
・

東
郷
町
任
意
合

併
協
議
会
」
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
設
置
の
た
め

　
　
　
　
　
1

月
1
7
日
（
金
）
日

向
市
役
所
に
3

市
町
か
ら
選
任

さ
れ
た
7
名
ず

つ
の
委
員
が
出

席
し
、
協
議
会

の
規
約
等
を
定

め
る
と
と
も
に
、

今
後
の
協
議
会
運
営
に
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
審
議
し
決
定
し

ま
し
た
。

　
決
定
事
項
の
主
な
も
の
は
、

協
議
会
を
支
え
る
組
織
と
し
て
、

幹
事
会
、
専
門
部
会
、
分
科
会

を
設
置
し
、
現
況
調
査
や
調
整

案
の
検
討
な
ど
具
体
的
な
活
動

を
行
う
こ
と
な
ど
で
す
が
、
合

併
協
議
会
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
は
、
今
年
6
月
を
目
途

に
毎
月
－
回
程
協
議
を
重
ね
、

6
月
の
段
階
で
合
併
枠
組
み
も

含
め
た
法
定
協
議
会
へ
の
移
行

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
合
併
に
つ
い
て
の
協

議
項
目
中
、
基
本
4
項
目
（
合

併
の
方
式
、
合
併
の
期
日
、
新

市
の
名
称
、
事
務
所
の
位
置
）

に
つ
い
て
も
協
議
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
協
議
の
状
況
は
、
毎
月
発
行

予
定
の
「
協
議
会
だ
よ
り
」
で

お
知
ら
せ
す
る
な
ど
、
次
の
段

階
へ
進
む
か
否
か
の
判
断
材
料

　
　
　
と
し
て
の
情
報
を
住
民

に
提
供
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　
合
併
問
題
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
住
民
の
生

活
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
問
題
で
す
の
で
、

み
な
さ
ん
も
、
い
ろ
い

ろ
な
場
で
話
し
合
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉
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第
2
回
若
山
牧
水
全
国
子
ど
も
短
歌
ま
つ
り

　
1
2
月
2
6
日
（
木
）
、
町
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
で
第
2
回
若
山
牧

水
全
国
こ
ど
も
短
歌
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
番
．
部

　
東
郷
中
学
校
3
年
生
の
白
川

ま
り
な
さ
ん
が
司
会
を
務
め
、

全
国
こ
ど
も
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
、
来
賓
祝
辞

に
引
き
続
き
、
入
賞
者
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
、

中
学
生
の
部
に
県
内
外
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
6
名
の
方
が
出
席
さ
れ
、

一
人
一
人
小
林
町
長
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

選
者
講
評
で
は
、
選
者
の
一
人

で
あ
る
伊
藤
一
彦
先
生
が
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
、
入
賞
作
品

を
端
的
に
そ
し
て
巧
妙
に
評
し

ま
し
た
。

こ
第
．
．
部

　
国
内
外
で
活
躍
す
る
ピ
ア
ニ

ス
ト
津
田
真
理
氏
を
招
き
、
舞

台
芸
術
鑑
賞
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

牧
水
の
歌
に
始
ま
り
、
懐
か
し

い
童
謡
か
ら
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や

シ
ョ
パ
ン
の
曲
が
静
ま
り
返
る

館
内
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

（
）
第
．
一
．
部

　
場
所
を
中
央
公
民
館
に
移
し
、

第
2
8
回
牧
水
か
る
た
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
町
内
小
中
学
校

と
美
々
津
中
学
校
の
生
徒
が
参

加
し
て
、
学
校
対
抗
戦
、
チ
ー

ム
対
抗
戦
、
個
人
戦
を
行
い
ま

し
た
。
ビ
ー
ン
と
緊
張
し
た
空

気
が
漂
う
中
、
詠
み
手
の
声
と

取
り
手
の
床
を
た
た
く
音
が
印

象
的
で
し
た
。

競
技
結
果

◆
学
校
対
抗
戦

（
小
学
校
の
部
）
，

　
優
勝
　
東
郷
小
学
校

　
2
位
　
坪
谷
小
学
校

（
中
学
校
の
部
）

　
優
勝
　
坪
谷
中
学
校

　
2
位
　
東
郷
中
学
校

◆
チ
ー
ム
対
抗
戦

（
小
学
校
の
部
）

　
優
勝
　
も
も
の
花
（
寺
小
）

　
2
位
　
水
の
音
（
東
小
）

　
3
位
　
山
ざ
く
ら
（
坪
小
）

　
4
位
　
如
し
ろ
（
東
小
）

　
5
位
　
青
葉
（
東
小
）

　
6
位
　
桜
咲
く
（
東
小
）

（
中
学
校
の
部
）

　
優
勝
　
春
夏
秋
冬
（
東
中
）

　
2
位
　
黒
霧
島
（
東
中
）

　
3
位
　
つ
み
く
さ
（
百
中
）

◆
個
人
戦

（
小
学
校
の
部
）

優
勝

2
位

4
位

5
位

水
野
ひ
と
み
（
坪
小
）
1
0
0
枚

小
川
美
早
（
東
小
）
9
9
枚

矢
野
菜
月
（
中
小
）
9
9
枚

岩
田
瑞
歯
（
福
小
）
9
8
枚

黒
木
佳
奈
（
寺
小
）
9
7
枚

黒
木
佳
奈
恵
（
寺
小
）
9
7
枚

（
中
学
校
の
部
）

32優
位位勝

黒
田
茜
（
期
中
）
1
0
0
枚

矢
野
綾
香
（
坪
中
）
9
9
枚

小
川
幸
太
（
東
中
）
9
8
枚

椎
葉
　
香
（
東
中
）
9
8
枚

●●一●●一●●一●●一●●一〇●一●■一●●一●●一■●一●●一●●一●●一●●一●●一●●一●●一〇●一●●一●●一●●一■●一●●一●●一

若山牧水撰受甥記念議演会第ワ回

　
第
7
回
若
山
牧
水

　
　
　
　
　
　
の
う
　
と
り

賞
を
歌
集
「
農
鳥
」

　
　
　
　
　
　
　
さ
い
ぐ
さ
た
か
ゆ
き

で
受
賞
さ
れ
た
三
枝
昂
幸
之
氏
の
受
賞
記
念
講

演
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
受
賞
記
念
講
演
会
は
若
山
牧
水
賞
授
賞

式
に
引
き
続
き
、
延
岡
市
と
東
郷
町
で
持
ち
回

り
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
貴
重
な
機
会
で

す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
平
成
1
5
年
2
月
1
4
日
（
金
）

午
後
－
時
3
0
分
～

と
こ
ろ
　
東
郷
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

演
題
「
楽
し
む
牧
水
」

入
場
料
無
料

申
込
先
　
東
郷
町
教
育
委
員
会

容
0
9
8
2
－
6
9
1
3
9
0
9

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係（⑲3901まで〉
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福
叢
雨
学
蔵
に
「
甜
己
U
の
文
庫
」
を
贈
呈

」
ダ

／

周
．
嚇
ゴ
、

　
こ
の
程
、
社
団
法
人
治
山
林
道
協
会

か
ら
福
瀬
小
学
校
へ
「
み
ど
り
の
文
庫
」

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
1
2
月
H
日
（
水
）
、

同
協
会
の
直
野
総
務
部
長
さ
ん
、
中
司

校
長
先
生
の
立
会
い
の
も
と
、
町
長
か

ら
、
同
校
6
年
遅
の
長
渡
崇
史
く
ん
と

岩
田
瑞
紀
さ
ん
に
、
図
書
券
な
ど
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
み
ど
り
の
文
庫
」
は
、
県
内
の
小
中

学
校
を
対
象
に
治
山
林
道
協
会
が
行

う
事
業
で
、
森
林
の
働
き
や
水
の
大
切

さ
、
更
に
は
、
治
山
林
道
事
業
が
郷
土

に
果
た
し
て
い
る
役
割
な
ど
を
学
ん
で

も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
自
然
を
守
り
、

郷
土
を
愛
す
る
豊
か
な
心
を
育
ん
で

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
6
年
に
結
団
さ
れ
て

以
来
活
動
を
続
け
て
い
る
、
「
み
ど
り

の
少
年
団
」
の
緑
化
木
の
配
布
や
空
き

缶
拾
い
、
そ
し
て
1
人
1
鉢
運
動
な
ど

の
活
動
が
評
価
さ
れ
て
の
贈
呈
で
す
。

9」8珊
　
⑦

郎
刷
圭
臼
四
目
　
編
者
六
X
知
臥
（
一
＝

　
1
月
1
5
日
（
水
）
、
交
流
研
修

施
設
さ
く
ら
館
に
お
い
て
、
町
内

角
界
の
代
表
者
ら
7
5
名
が
出
席
し
て
、

新
春
賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
町
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
黒
木

議
長
の
乾
杯
で
懇
談
の
幕
が
開
き
、

出
席
者
は
そ
れ
ぞ
れ
新
年
の
あ
い

さ
つ
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
植
野
県
議
か
ら
県
政
の

報
告
や
角
界
か
ら
の
代
表
者
に
よ

る
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
出
席
者
の

間
で
は
厳
し
い
経
済
情
勢
や
北
朝

鮮
問
題
な
ど
の
話
題
が
会
話
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。
今
年
こ
そ
景

気
が
回
復
し
、
明
る
い
社
会
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

祝
”
闘
2
0
歳

　
平
成
1
5
年
の
成
人
式
が
、
1
月

4
日
（
土
）
交
流
研
修
施
設
さ
く
ら

館
で
開
催
さ
れ
、
今
年
は
、
町
内
（
出

身
者
を
含
む
）
の
新
成
人
7
4
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
ま
ず
成
人
者
を
代
表

し
て
稲
田
善
博
さ
ん
（
坪
谷
）
と

海
野
藍
さ
ん
（
寺
迫
）
に
成
人
証

書
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
小
林
町

長
が
「
若
者
ら
し
い
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
感
覚
で
、
郷
土
を
育
て
る
輪
の

中
に
加
わ
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
黒
木
町
議
会
議
長
と
植

野
県
議
会
議
員
の
祝
辞
に
続
い
て
、

吉
田
由
紀
さ
ん
（
小
野
田
）
が
「
成

人
の
意
義
を
胸
に
刻
み
、
郷
土
の

発
展
に
貢
献
し
た
い
。
」
と
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
成
人
式
ら

し
い
華
や
か
さ
の
中
で
、
粛
々
と

式
は
進
み
ま
し
た
。

東
郷
田
田
道
大
（
岩
に
優
騰
旗
を
寄
贈

　
昨
年
3
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
前

牧
心
館
館
長
（
坪
谷
駐
在
所
勤
務
）

故
黒
木
宏
光
氏
の
遺
族
の
方
か
ら
、

一
心
館
に
対
し
て
剣
道
の
た
め
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
善
意
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
生
心
館
保
護
者
会
で
は
こ
の
寄

付
を
も
と
に
、
1
2
月
8
日
（
日
）
に
行

な
わ
れ
た
第
2
8
回
東
郷
町
少
年
剣

道
大
会
の
小
学
校
の
部
団
体
戦
優

勝
旗
を
つ
く
り
町
に
寄
贈
、
早
速
、

今
大
会
で
優
勝
し
た
青
雲
館
道
場

が
こ
の
優
勝
旗
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
故
黒
木
宏
光
氏
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

噌蹴w蝋w躍晒難訓w蹴一w紬w餅一
短
歌
尾
鈴
短
歌
会

三
十
年
を
使
ひ
し
鋏
手
に
馴
染
む

蜜
柑
の
収
穫
今
日
よ
り
始
め
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

子
育
て
を
し
つ
つ
母
の
拓
き
た
る

畑
を
守
る
は
吾
が
勤
め
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

年
の
瀬
の
特
老
ホ
ー
ム
の
長
き
廊
下

灯
る
常
夜
灯
の
光
と
ぼ
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

風
に
舞
ふ
枯
れ
葉
を
窓
に
見
つ
つ
み
て

逝
き
た
る
姉
の
思
ひ
蘇
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

人
の
死
を
聞
き
て
眠
り
の
浅
き
夜
半

脳
病
む
妻
は
眼
を
開
き
み
る

鱒購

�
h

水
辺
に
鷺
の
．
鵜
降
り
立
つ

亡
き
友
よ
歴
数
鵜
齢
．

マ
マ
も
老
い
ゆ
ぎ
君
を
偲
び
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

盗
人
に
も
三
分
置
理
在
る
か
北
朝
鮮
に

拉
致
さ
れ
し
人
を
救
う
術
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

薩
摩
芋
に
黄
な
粉
ま
ぶ
せ
し
ぼ
た
餅
に

臼
を
引
き
た
る
母
思
い
出
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

夕
食
を
早
く
終
え
た
る
日
暮
れ
ど
き

犬
つ
れ
て
孫
と
散
歩
に
出
で
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
野
ミ
ノ
ブ

打
ち
鳴
ら
す
鐘
も
太
鼓
も
軽
や
か
に

踊
り
楽
し
き
臼
太
鼓
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
雪
男

カ
ー
ナ
ビ
を
使
ふ
に
い
っ
か
慣
れ
し
妻

豊
後
の
道
を
易
々
と
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉



　　　　　　の蠣三三ご’り⑧

⑯評定農業者
　
今
月
は
小
野
田
の
後
藤
敏
行
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

○
現
況
と

　
ム
フ
後
の
経
営

　
平
成
1
0
年
か
ら
菌

床
椎
茸
栽
培
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
現
在
は
、

妻
と
2
人
で
ハ
ウ
ス
5

棟
で
菌
床
2
3
、
5
0

0
～
2
4
、
0
0
0
個

の
規
模
で
経
営
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
、
消
費
者

側
に
立
っ
た
商
品
作

り
に
力
を
入
れ
、
自

分
達
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
を
作
る

と
い
う
夢
が
現
実
の
も
の
に
な
る

よ
う
に
、
二
人
力
を
合
わ
せ
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
…

　
　
専
任
職
員
の
；
月

　
今
月
は
、
又
江
野
の
後
藤
敏
行

さ
ん
を
平
成
1
0
年
1
2
月
か
ら
、
白

浜
で
菌
床
椎
茸
栽
培
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
現
場
に
取
材
訪
問
し
ま

し
た
。
現
在
、
ハ
ウ
ス
5
棟
（
1
棟
1

2
8
、
m
×
5
棟
1
1
6
4
0
、
m
）
で
、

菌
床
2
3
、
5
0
0
～
2
4
、
0
0

0
個
の
規
模
で
、
奥
さ
ん
の
順
子
さ

ん
と
2
人
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。
敏
行
さ
ん
は
平
成
1
0
年
1

月
に
、
順
子
さ
ん
も
平
成
1
3
年
8

月
に
J
A
日
向
を
退
職
さ
れ
、
2
人

で
脱
サ
ラ
農
業
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

菌
床
を
始
め
る
前
は
、
一
時
シ
キ
ミ

栽
培
（
約
5
㎞
程
度
）
も
計
画
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
序
題
は
毎
日
出
荷
で

き
る
こ
と
、
ま
た
計
画
時
は
価
格

も
よ
か
っ
た
。
（
そ
の
後
、
中
国
産
の

椎
茸
輸
入
等
で
価
格
の
低
下
）
J
A

勤
務
時
は
椎
茸
担
当
も
し
、
菌
床

椎
茸
も
や
り
方
に
よ
っ
て
は
、
経
済

的
に
生
活
が
出
来
る
自
信
が
あ
っ

た
と
話
さ
れ
る
言
葉
に
は
、
相
当

詳
密
に
計
画
さ
れ
て
お
ら
れ
た
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
奥
さ
ん
に
は
、

J
A
を
退
職
す
る
ー
ヶ
月
前
に
相

談
さ
れ
、
一
時
は
順
子
さ
ん
も
賛

成
と
は
い
か
な
か
っ
た
が
、
計
画
を

聴
い
て
い
る
内
に
敏
行
さ
ん
の
熱

意
に
賛
同
し
た
と
話
さ
れ
、
男
一

代
事
業
に
か
け
る
情
熱
と
は
こ
ん

な
も
の
か
と
感
心
し
て
聴
き
ま
し
た
。

菌
床
栽
培
に
は
水
が
必
要
で
、
特

に
夏
場
の
高
温
時
の
対
応
が
周
年

栽
培
上
不
可
欠
で
あ
る
。
幸
い
白

浜
の
地
下
水
は
、
年
間
通
し
て
1
4

～
1
5
℃
で
、
こ
の
水
温
が
確
保
出

来
る
の
で
白
浜
を
選
ん
だ
と
の
こ

と
で
す
。
ま
た
、
同
地
区
に
は
以
前

か
ら
、
菌
床
椎
茸
の
最
高
の
品
質

を
生
産
さ
れ
て
い
る
田
辺
伊
三
郎

さ
ん
が
居
ら
れ
、
よ
き
相
談
者
で

も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
菌
床
椎
茸

栽
培
も
技
術
革
新
等
で
始
め
た
頃

は
、
全
面
栽
培
法
で
あ
っ
た
が
、
今

は
上
面
栽
培
法
に
変
っ
て
き
た
。

全
面
栽
培
は
1
棟
に
3
、
3
0
0
個

で
あ
っ
た
が
、
上
面
栽
培
で
は
4
、

8
0
0
個
の
三
三
で
、
1
個
1
個
の

生
産
量
は
少
な
い
が
、
作
業
能
率

が
違
う
し
、
ま
た
品
質
・
単
価
も
良

い
と
の
こ
と
で
す
。
話
を
聴
い
て
い

る
内
に
面
白
い
こ
と
を
聴
き
ま
し
た
。

菌
床
自
体
も
1
個
－
個
性
格
を
持

っ
て
い
て
、
気
分
や
で
同
じ
管
理
を

し
て
も
、
発
生
、
品
質
に
違
い
が
あ

る
と
、
毎
日
の
観
察
の
中
で
自
分
な

り
に
菌
床
の
特
徴
を
見
極
め
て
い

ら
れ
る
と
感
心
し
て
聴
き
ま
し
た
。

今
は
菌
床
栽
培
で
、
原
木
栽
培
よ

り
品
質
的
に
上
位
の
も
の
を
作
る

自
信
が
あ
る
と
、
毎
日
菌
床
を
管

理
観
察
し
て
い
れ
ば
、
菌
床
を
手

で
触
れ
る
と
何
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た

と
、
話
さ
れ
る
顔
に
誇
り
と
情
熱

を
感
じ
ま
し
た
。
夢
は
敏
行
さ
ん

が
市
場
の
評
価
を
受
け
何
時
も
消

費
者
側
に
立
っ
て
商
品
を
作
り
た
い
。

順
子
さ
ん
は
ア
イ
デ
ア
等
を
活
か

し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
作
り
に
挑
戦

し
自
分
の
ブ
ラ
ン
ド
品
を
作
り
た

い
と
話
さ
れ
、
2
人
の
仕
事
に
対
す

る
情
熱
と
消
費
者
に
対
す
る
感
謝

の
心
が
あ
れ
ば
、
菌
床
が
答
え
を

出
し
て
く
れ
る
と
思
い
つ
つ
白
浜
の

ハ
ウ
ス
を
後
に
し
ま
し
た
。

奮
濤
だ
毒

　
1
月
期
子
牛
郡
共
進
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
1
0

頭
出
品
し
て
い
ま
す
。

　
成
績
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

東
臼
杵
郡
市
共
進
会

雌
子
牛
の
部

　
羽
　
坂
　
福
永
真
澄

　
　
か
つ
ふ
く
4
2
号
壱
等
賞

　
仲
　
深
　
水
野
和
徳

　
　
ぼ
く
す
い
1
5
号
　
壱
等
賞

　
福
　
瀬
　
関
野
安
弘

　
　
ま
み
の
2
号
　
　
壱
等
賞

　
羽
　
坂
　
福
永
真
澄

　
　
か
つ
ふ
く
3
9
号
壱
等
賞

　
羽
　
坂
　
福
永
真
澄

　
　
か
つ
ふ
く
4
4
号
　
弐
等
賞

　
迫
野
内
　
佐
藤
初
義

　
　
第
3
は
つ
ふ
じ
　
参
等
賞

去
勢
の
部

　
坪
　
谷
　
海
野
新
明

　
　
　
　
静
花
3
号
　
壱
等
賞

　
田
　
野
　
那
須
止
男

　
　
　
　
　
福
福
号
　
弐
等
賞

団
体
成
績
　
6
位

旧
ル
迫
痂
郡
｝
巾
ロ
0
0
評
△
万

雌
子
牛
の
部

山
ノ
ロ
　
橋
口
孝
夫

　
ふ
く
ひ
ろ
こ
号
　
　
弐
等
賞

山
ノ
ロ
　
橋
口
政
美

　
あ
き
ざ
く
ら
こ
1
号
　
弐
等
賞

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉

さ
く
あ

　
　
　
　
　
　
母

豪．兜

り

3
1
7
1

2
円
の
民
謡
遠
田

D
V
D
上
映
会

☆
8
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

　
け
ろ
け
う
け
ろ
っ
ぴ
の

「
よ
わ
む
し
王
子
の
大
冒
険
」

「
ぼ
く
ら
の
お
姫
さ
ま
」

☆
2
2
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

　
け
ろ
け
う
け
ろ
っ
ぴ
の

「
ぼ
く
た
ち
の
た
か
ら
も
の
」

「
空
を
と
べ
た
ら
」

・
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
　
　
重
松
　
清

　
2
6
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
同
級
生

達
。
校
庭
に
埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
胸

の
思
い
も
封
印
を
解
か
れ
る
一
。

あ
の
頃
の
未
来
に
追
い
つ
い
た
い

ま
、
2
1
世
紀
と
は
ど
ん
な
日
々
な

の
か
。
7
0
年
代
型
少
年
少
女
に
捧

ぐ
。・

も
も
こ
の
宝
石
物
語

　
　
　
　
　
　
　
さ
く
ら
も
も
こ

　
母
の
ニ
セ
モ
ノ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、

ヒ
ロ
シ
が
母
に
贈
っ
た
真
珠
の
秘

密
、
そ
し
て
イ
ン
ド
を
旅
し
た
特

別
編
な
ど
、
宝
石
の
神
秘
的
な
魅

力
を
抱
腹
絶
倒
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

綴
る
、
お
な
じ
み
さ
く
ら
も
も
こ

の
爆
笑
エ
ッ
セ
イ
。

さ
く
ら
館
の
休
館
日

　
2
月
3
日
・
1
0
日
。
1
1
日
・

　
1
7
日
・
2
4
日

・
《
－

鴨、
㌔

鴨
う

ど纏　
⑨

一
般
図
書

・
雁
の
橋

時
は
元
禄
時
代
、

F

沢
田
ふ
じ
子

8
歳
の
子
栗

雅
楽
助
は
勘
定
奉
行
所
に
仕
え
る

家
の
長
男
。
あ
る
日
突
然
、
父
母
、

妹
が
殺
さ
れ
る
。
そ
の
呪
わ
れ
た

家
の
秘
密
と
は
。
踏
ま
れ
て
も
な

お
ま
っ
す
ぐ
に
生
き
抜
く
「
運
命
の

子
」
を
描
く
。

・
し
ま
な
み
幻
想
　
　
内
田
康
夫

　
来
島
海
峡
大
橋
か
ら
飛
び
降
り

た
母
の
死
に
疑
問
を
持
っ
た
少
女
。

偶
然
、
彼
女
と
知
り
合
っ
た
浅
見

は
、
そ
の
死
の
真
相
を
調
べ
る
た

め
、
し
ま
な
み
海
道
へ
。
美
し
き

海
と
島
々
が
お
り
な
す
海
道
で
浅

見
が
見
た
も
の
は
！
　
書
き
下
ろ

し
旅
情
ミ
ス
テ
リ
ー
。

・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
き
た
猫
だ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
椎
名
　
誠
．

　
あ
る
朝
、
母
の
死
ん
で
い
く
夢

を
見
た
。
1
2
時
間
後
に
起
き
る
予

知
夢
で
あ
っ
た
。
　
「
ふ
ゆ
の
か
ぜ
」

の
中
を
そ
れ
ぞ
れ
生
き
る
さ
ま
ざ

ま
な
人
生
の
屈
曲
点
。
夫
婦
、
親

子
、
そ
し
て
子
供
が
巣
立
ち
離
れ

て
暮
ら
す
家
族
の
絆
を
お
だ
や
か

な
筆
致
で
描
く
家
族
小
説
集
。

そ
の
他

・
お
こ
し
や
す

1
京
都
の
老
舗
旅
館
「
柊
家
」

で
仲
居
六
十
年
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
口
八
重

・
我
が
妻
と
の
闘
争

ー
パ
ソ
コ
ン
を
め
ぐ
る
夫
婦
の

ド
タ
バ
タ
日
記
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
呉
エ
イ
ジ

・
午
後
の
脅
迫
者
　
　
西
村
京
太
郎

・
其
の
一
日

諸
田
玲
子

・
イ
エ
テ
ィ
の
伝
言
　
薄
井
ゆ
う
じ

・
海
鳴

明
野
照
葉

・
深
川
黄
表
紙
掛
取
り
帖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
一
力

・
隅
田
川
（
慶
次
郎
縁
側
日
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
北
原
亜
似
子

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ズ

　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
フ
ラ
ン
ゼ
ン

・
ケ
ン
タ
ロ
ウ
鍋
　
ケ
ン
タ
ロ
ウ

・
青
葉
の
頃
は
終
わ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
史
恵

・
3
4
丁
目
の
奇
跡

　
　
　
　
　
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス

・
タ
ク
シ
ー

・
空
中
庭
園

・
黄
金
の
華

森
村
誠
一

角
田
光
代

火
回
雅
志

・
落
日
の
剣
　
上
　
下

一
若
き
戦
士
の
物
語
一

　
　
　
　
　
　
ロ
ー
ズ
マ
リ
・
サ
ト
タ
リ
フ

・
き
よ
し
こ
　
　
　
　
重
松
　
清

・
ゲ
ー
ム
の
名
は
誘
惑

東
野
圭
吾

・
七
王
国
の
玉
座
　
上
・
下

－
氷
と
炎
の
歌
一

　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
ー
ジ
・
R
R
・
マ
ー
チ
ィ
ン

・
ミ
ス
ト

児
童
図
書

池
井
戸
潤

・
月
の
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
田
俊
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
田
佳
子

　
リ
ス
ト
ラ
に
あ
っ
た
父
親
と
い

っ
し
ょ
に
旅
に
出
た
、
い
じ
め
問

題
を
か
か
え
る
翔
太
。
小
学
校
最

後
の
夏
休
み
と
、
ダ
ム
に
沈
ん
だ

父
親
の
故
郷
を
舞
台
に
描
く
、
父

と
子
の
自
分
さ
が
し
の
物
語
。
イ

ラ
ス
ト
多
数
（
小
学
校
上
学
年
・

中
学
校
向
き
）

・
幽
霊
船
か
ら
き
た
少
年

　
　
　
　
　
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ジ
ェ
イ
ク
ス
作

　
　
　
　
　
　
　
酒
井
洋
子
　
訳

　
伝
説
の
幽
霊
船
フ
ラ
イ
ン
グ
・

ダ
ッ
チ
マ
ン
号
。
遠
い
昔
に
沈
没

し
た
こ
の
船
は
、
乗
組
員
の
亡
霊

を
乗
せ
た
ま
ま
、
何
百
年
も
さ
ま

よ
い
つ
づ
け
て
い
る
と
い
う
。
こ

の
船
に
少
年
と
犬
が
乗
っ
て
い
た
！

沈
み
ゆ
く
船
か
ら
逃
れ
た
彼
ら
の

数
奇
な
運
命
を
描
く
冒
険
小
説
。

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
校
向
き
）

そ
の
他

・
絵
と
デ
ザ
イ
ン
が
と
く
い
に
な
る

・
1
ね
ん
一
く
み
一
ば
ん
え
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
竜
二

・
海
へ
で
る
道

山
下
明
生

・
サ
ー
カ
ス
・
ホ
テ
ル
へ
よ
う
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
ベ
ッ
ツ
ィ
i
・
ハ
ウ
イ
ー

・
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
の
地
底
王
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
須
正
幹

え
ほ
ん

・
シ
ン
ド
バ
ッ
ト
の
さ
い
こ
の
航
海

　
　
　
　
　
ル
ド
ミ
ラ
・
ゼ
ー
マ
ン
文
・
絵

　
　
　
　
　
　
　
脇
　
明
子
　
訳

　
船
乗
り
シ
ン
ド
バ
ッ
ト
が
さ
い

こ
の
航
海
か
ら
持
ち
帰
っ
た
、
宝

の
中
の
宝
と
も
い
う
べ
き
、
秘
蔵

の
宝
石
と
は
。
奇
想
天
外
な
冒
険

の
物
語
を
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
の
よ
う

な
絵
で
楽
し
む
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ

ト
絵
本
（
小
中
・
小
上
）

・
ミ
ミ
ヨ
ッ
ポ

　
　
　
　
ひ
ろ
い
の
り
こ
作
・
絵

　
う
さ
ぎ
の
ミ
ミ
ヨ
ッ
ポ
に
は
、

友
だ
ち
が
い
ま
せ
ん
。
今
日
も
ひ

と
り
で
水
を
く
み
に
い
く
と
、
古

井
戸
か
ら
さ
さ
や
き
声
が
き
こ
え

ま
す
。
　
「
ミ
ミ
ヨ
ッ
ポ
、
ミ
ミ
ヨ

ッ
ポ
」
　
身
を
の
り
だ
し
た
ミ
ミ

ヨ
ッ
ポ
は
、
ま
つ
逆
さ
ま
に
井
戸

の
底
へ
落
ち
て
い
き
ま
し
た
！
（
小

考
）そ

の
他

・
モ
ガ
リ
ブ
エ
（
虎
落
笛
）

・
1
0
び
き
の
い
た
ず
ら
ね
こ

・
目
を
つ
む
る
の
よ
、
ぼ
う
や

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉
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　【3歳児むし歯有病者率ワースト5】

8●　●　　≡

1日3回歯磨きしてますか？

順位 平成10年度 平成ll年度 平成12年度

1 佐賀県 佐賀県 佐賀県
2 宮崎県 秋田県 沖縄県
3 青森県 沖縄県 宮崎県

歯磨き習慣は、乳幼児期から！！

ﾞし歯予防には、まず歯磨きの習慣を身に付けること

ｪ大切です。歯を磨くこと、それは口の中の健康を保

ﾂ上での最低の条件であり、口の感覚を磨く最高の方
@です。

c児期から1日3回の歯磨きが習慣になるといいですね。

楓≠ｫのポイント

4 長崎県 青森県 秋田県
5 沖縄県 宮崎県 長崎県
【むし歯有病者率全国との比較】

年　　　齢 宮　崎　県 全　　国 年齢 お口の中の状態 歯磨きのポイント

1歳6ヵ月児
1歳前後 上下の前歯 歯ブラシに慣れさせる

6．　1 4．　1

3　　歳　　児 52．2 35．2 1歳半
奥歯が生え始め かみ合わせのところを

�Sに磨く
ノ」・　学　　生 84．6 75．6
中　　学　　生 80．2 73．8 2歳半

乳歯の一番奥が
ｶえ始める

歯ブラシを横から入れ
ﾄ、奥歯を1本ずつ磨く1　5～2　4 97．6 95．9

2　5～3　4 100 98．7
3　5～44 100 99．5

3～5歳 乳歯が全部生え
ｻろう

上の奥歯の外側、下の
恷浮ﾌ内側に注意する

4　5～5　4 98．5 97．　1

5　5～6　4 89．5 91．8 5～6歳 6歳臼歯が生え
nめる

歯ブラシを横から入れ
ﾄ、6歳臼歯を磨く

6　5～7　4 72．4 76．9
7　5～8　4 43．3 54．5 子供が嫌うお母さんのことば
【東郷町内幼児の歯磨き状況】

年　　　　齢 4歳 5歳 6歳

1　日平均の歯
＝@　き　　回　　数

2．2 2．2 2．3

●こんなこともできないの

●あっちへいってなさい

●そんなことはやめなさい

●何してるの！早くしなさい

●今、忙しいから後で

●00ちゃんを見てみなさい

（平成14年度町内保育園・幼稚園調査より）　●お兄ちゃん（お姉ちゃん）でしょ●何回言えばわかるの

　　　　　　　　　　　　　　　●それくらい我慢しなさい　　●無言
2月の行事予定表

期　日　　　場　　　　所　　受付時間

リハビリ教室
27日（木）シルバーセンター10：30～11：40

育児サークル（ちびちびCLUB）

4日（火）

25日（火）

や　す　ら　ぎ　館

i今月は会場の都合で
謔P・4火曜日です）

10：00～12：00

乳児・3歳児健診
乳児12：30～13：00

19日（水） やすらぎ館
3歳児14：00～14：30

2月地区巡回健康相談

↓
歳
②
．
，
、

ぢ
0
軋
ま
し
白
に
　

　
　
　
せ
ん
　
　
た

兜
玉
仙
太
く
ん
（
男
）

　
　
　
　
　
1
月
1
0
日
生
ま
れ

　
　
　
　
（
田
野
　
稲
葉
野
）

父
　
富
士
夫
さ
ん

母
　
一
子
（
か
ず
こ
）
さ
ん

「
元
気
に
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね
」

期　日 会　　　　　場 受付時間 期　日 会　　　　　場 受付時間
大　谷　集　会　所 9：30～10：00 長　崎　集　会　所 9：30～10：00

7日（金）

小野田多目的集会施設 13：30～14：00 21日（金） 日　田尾集会所 11：00～11：30

13日（木） や　す　ら　ぎ　館 9：30～10：00 広瀬生活改善センター 14：00～14：30

山ノロ集落センター 10：00～10：30 淵瀬下村公民館 9：30～10：00

14日（金）

落　鹿　公　民　館 13：30～14：00

24日（月）

鳥　川　公　民　館 13：30～14：00

中　尾　公　民　館 10：00～10：30

28日（金）
中野原営農センター 9：30～10：00

17日（月）

庭　田　公　民　館 13：30～14：00 中　1　公　民　館 13：30～14：00

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉

十分な栄養と
休養をとる

。駕6

　u

　　9
蓼

　肇

人ごみを避ける

難鰭撃　…
　　　　　翫、

，∈≡∋　　・

●　　璽

　　　　　　聯8ご’り⑩

置

鰯儲
彪占り

やすらぎ館
費69－3367

’
●
噺

　・響嚢華

　撃●肇実　・

1題裟

マスクの
着用

螺．

圏融
手洗いとうがいをする

イ》シ7施騨｛i蜘器呂彩勢＝⊃〔b
チェック項目に複数当てはまる場合は早めに医療機関で受診しましょう。

身の回りでインフルエンザが流行している 間接や筋肉が痛あ

38℃以上の発熱または熱がある 倦怠感（けんたいかん）や疲労感が強い

悪寒（おかん）がする 頭痛がする

せきが出る のどが痛い

安静にすることが大切です。

　●脱水症状に気をっけ、こまめに水分を補給する

　●部屋の室温を20～22度、湿度を60～70％程度1こ保つ

　●1時間に5分くらいは窓を開け換気をする

　●消化の良い栄養のあるものを食べる

。
＝

囎

　　　　　　　注意！して下さい。

　へ藩醗難1欝…
★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉



　　　　　　　　⑲鰍8ご’，

　次のとおり、環境に関する講演会が次のとお

り開催されます。情報の共有化と環境問題への

積極的な参加を深めませんか？

▽日　時

▽会　場

▽講　師

▽演　題

▽入場料

2月9日（日）

午後1時30分～午後3時

門川町総合文化会館

樋口肚太郎一

「一般廃棄物最終処分場の必要性と

安全性」

無　料

（お問い合わせ先）

日向東臼杵南部広域連合事務局（奮53－3401）

門川町生活環境課（a63－1140）

町臨時職員勢集
　町の臨時職員を次のとおり募集します。

◇勤務地役場及び出先機関
◇職　種事務・看護師・用務員・調理員・

　　　　　　保育士等

◇学　歴問いません
◇期　　間　平成15年4月1日～

◇申込方法　役場総務課へ履歴書を提出してく

　　　　　　ださい。

◇申込期限　2月28日（金）

※詳しくは役場総務課（含69－3900）

秀欝 Q輯

い
き
い
き
生
涯
野
台

の
講
座

〔
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
講
座
〕

▽
日
時
　
毎
週
木
曜
日

　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

合
同
金
婚
式

▽
日
時

▽
場
所

2
月
2
1
日
（
金
）

午
前
1
1
時
～

や
す
ら
ぎ
館

町
報
を
町
外
へ
お
届
け
し
ま
す

　
「
町
報
と
う
こ
う
」
を
町
外

に
お
届
け
し
ま
す
。
町
外
へ
転

出
さ
れ
た
方
な
ど
に
、
ふ
る
さ

と
の
便
り
と
し
て
送
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
？

　
町
報
送
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
送
付
先
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
と
年
間
の
送
付
手
数

料
1
0
0
0
円
を
役
場
企
画
調

整
課
ま
で
届
け
て
下
さ
い
。

ふ
る
さ
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場

▽
日
時

▽
場
所

▽
内
容

2
月
8
日
（
土
）

午
後
6
時
～
8
時

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

宮
崎
交
響
楽
団
演
奏
会

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会

福
祉
の
た
め
善
意
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
（
1
月
1
0
日
ま
で
に
受

付
し
た
分
）

◎
坪
谷
の
矢
野
昭
市
さ
ん
よ
り

（
カ
ミ
ヱ
さ
ん
逝
去
）

◎
福
瀬
の
仁
田
静
子
さ
ん
よ
り

（
清
志
さ
ん
逝
去
）

◎
日
向
の
井
出
初
代
さ
ん
よ
り

（
池
田
あ
さ
え
さ
ん
逝
去
）

一
今
月
の
納
税
等

固
定
資
産
税
　
4
期

国
民
健
康
保
険
税
　
9
期

介
護
保
険
料
9
期

お
詫
び
と
訂
正

　
1
月
号
の
「
街
の
話
題
」
の
中
で

紹
介
し
た
橋
口
正
太
郎
さ
ん
は
「
昭

太
郎
」
の
間
違
い
で
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

・
編
集
後
記

　
2
0
0
3
住
が
明
け
、
早
く
も
ひ
と
月

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
年
末
年

始
の
疲
れ
が
、
今
頃
の
な
っ
て
ジ
ワ
ジ
ワ

と
姿
を
現
し
て
き
た
よ
う
で
す
。
巷
で
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
ね
．
、

　
今
年
も
あ
と
1
1
ヵ
月
で
す
。
圏
標
達
成

目
指
し
て
、
や
つ
ど
一
・
　
（
M
一
．
T
）

碧
鴛の

灯

安
　
藤
　
藤
　
松

矢
　
野
　
カ
ミ
エ

仁
田
清
志

野
別
勘
一

氏
名

99

ﾎ

85

ﾎ

80

ﾎ

80

ﾎ 年
齢

寺
　
迫

坪　…谷瀬福
寺
迫

住
所

▽
日
時

▽
場
所

2
月
1
6
日
目
日
）

午
前
8
時
受
付
開
始

牧
水
公
園
周
辺

牧
水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

〔
洋
裁
リ
フ
ォ
ー
ム
講
座
〕

・
昼
間
の
部

▽
日
時
　
週
3
回
（
月
水
金
）

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

・
夜
間
の
部

▽
日
時
　
週
3
回
（
月
水
金
）

　
　
　
　
午
後
7
時
～
9
時
ま
で

※
昼
間
の
部
、
夜
間
の
部
と
も

▽
入
学
金
　
無
料

▽
月
　
謝
　
1
万
円

▽
入
学
日
　
4
月
8
日
（
火
）

※
詳
し
く
は
、
松
竹
洋
裁
学
校

（
麿
5
4
－
2
2
5
3
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

那
　
須

鄭
齢

隆
志

仲
　
運

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

　
一
一
一
一
　
駆

　
（
1
2
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

　
鶴
野
内
の
寺
原
芳
春
さ
ん
、
坪

谷
の
羽
田
節
子
さ
ん
か
ら
一
般
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

般

寄

付
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　　　　　　　班搬ど弓こ”り⑫

　　　　　　　　　　　　ヂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　の
ミ’ @男面匙タイ鯉　。　刃・・．＼・
、こ：　　　　　　　＾

　　皆さん、こんにちは1
　　　2003年が明けてからもう一ヶ月が経ちましたね。皆さんは、今年の目標を一生懸命頑

　　張っているでしょうか。私はもうだめです。自分の【新年の誓い1は、先月の町報に書き
　　連ねましたけど．早々とリタイやすることになってしまいました。とういうのも実は一
　　日もやってみませんでした。1月の元旦の日に．うっかり目標を忘れ、チョコレートを
　　食べてしまったので、残念ながら14番目にあげていた「チョコレートを食べるのをやめ
　　よう」は、来年の目標にします。

　　年末及び年始〔京都・和歌山〕

　　　お正月はとても楽しかったです。クリスマスの前日に、英語話導助手として京都で働
　　いている大学の友達と二人で和歌］］県に行きました。和歌］」市内では和歌山城しか見る

（“

Pノ

時間がなかったのですが、クリスマスの日に高野山へ行きました。霊宝館と多くの有名那智の滝は落差133メートルで、

な寺院を訪問した後，小さい寺院で精進料理を食べてみました。ほとんどのアメリカ人は日本一の大滝です

クリスマスの夕食として通常、ハムや七面鳥などを食べます。ですから、私にとって、
クリスマスに精進料理を食べるのは特別な食事となりました。
　三日の臼に高野山から紀伊勝浦まで、海岸に沿って延びている電車で行きました。那智の滝、または那智山青

岸渡寺と三重の塔を訪問した後、熊野二二大社を訪ねるために新宮市へ泊まりに行きました。熊野速玉大社は本
宮・那智とともに熊野＝山のひとつに数えられて、かつては熊野権現の名で一大宗教王国を構成していました。
新宮の神倉山に祀られていた神を現在の社地に移して、それ以来、神倉山の元宮に対して、町を新宮と呼んだと
いいます。28日は京都に戻って、留学した時からのホスト家族と一緒に一週間を過ごしました。

〔青島神社三まいり〕

　新春の恒例行事「裸まいり」が1月13日に、宮崎市の青島神社で行われました。2歳から78歳まで過去最高

の230人が真冬の海でみそぎをして、今年1年の無病息災を祈りました。男性はふんど

し、女性は白禰衿姿で近くのホテルを出発しました。　「ワッショイワッショイ」と大き

な掛け声を出しながら神社に到着すると、花火の合図で一斉に海に入りました。

　去年同様、この日は好天に恵まれ、午前10時の気温は14度、水温は16度でいずれも

昨年の温度を上回りました。参加者は、肩まで水につかりながら、両手を合わせたり、
水をかけ合ったりし、約3，000人の観客から盛んな拍手が送られました。

　裸まいりは．お百度参り10回分の御利益があると言われ、以前は旧暦の12月17日夜
に行われていましたが、現在では成人の日に行われるようになりました。

し

延岡ふるさと切手
2月3日発行決定

シート飯i壱予約や

1シート20枚1600円台紙付

’　　　　　　3　　　　　　妾

@　　　　　』38σ　　　　　　　3モ　　　　　　　＝

　　　　　　　　：　　　　一一　　　　　、さ

n．…嚢　　1　一看㌧　　　　雫　　　：

：：　　　　1

堰@　　・・

舗 能楽のまち延岡

願 80円郵便切手　1シート20枚1600円

意匠 延岡藩神事能　　のべおか天下一一薪能

原画作者 大塚浩平（日本画家）

構成 シート20枚（縦5枚，横4枚）

お問い合せ先・山陰郵便局（869－2042）

・坪谷郵便局（實69－7805）

「来年、私もぜひ参加したい！」

　　　　　　　　　○
青島神社裸まいり

　　　　　　　　　、
　　　　　　　　．．．、’

コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・森林所有者、きのこ生産者　　　　　　　　　・
1素材生産業者、木材製造業者の皆様へ　　　　1
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

＝林業改善資金（無利子）貸付のお知らせ1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

＝　宮崎県では、林業従事者・製材業者などの皆様向け＝

1に林業改善資金の貸し付けを行っています。本年度の＝

・今後の貸付申請期限や注意事項等は次のとおりです。　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1◎貸付申請期限　2月20日（木）［第5回］　＝

＝（注意事項）　　　　　　　　　　　　　　　　l

l・貸付決定は申請から約1ヵ月かかり、その後借用証書＝

・　及び必要に応じて担保を提出していただきます。　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

雇・資金交付は申請から約2ヵ月後となります。　　　　　・

＝・事業の実施（機械の搬入、資金の支払、車検登録等）＝

・　は原則として資金交付後におこなって下さい。　　　・
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．・事業は資金交付後3ヵ月以内に完了してください。　　・

■・事業完了後20日以内に事業実績報告書を提出してい■
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

．　ただきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・ほか、詳しいことはお問い合わせください。　　　　　　響
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

置【お問い合わせ先】　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．　県木材振興課木材産業係（君0985－26－7156）　　8

1．お近くの森林組合または県農林振興局　　　　　　　＝

昌凹一■■■■一■■■一■■■圏一5．．暉．■．暉■■四一騨冒’

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉
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▲rともだちとどうぶつ」

寺迫山ノロの
　　　かい　　と
黒木海嶺くん（5歳）

父　浩二さん
母　美保さん

○好きな食べ物は何ですか？

　ぶどう

○好きな遊びは何ですか？

　すべり台、サッカー

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　ウルトラマン

寺迫出ノロの

　　　　な　　な
黒木那菜さん（5歳）

父　博さん

母　工ツ子さん

○好きな食べ物は何ですか？

　ぶどう

○好きな遊びは何で
　すか？

　ブランコ

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　お花屋さん
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町の紹介に一役
　この度、新たに名刺を作

りました。町民のみなさん

でぜひ欲しい方には、一箱

に限り無料でお渡しします

ので、本町のPRに一役か

ってみませんか？（印刷代
は自己負担）

　役場企画調整課で取り扱

っていますので、直接取り

に来られて下さい。

騙罵

漏磯
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　表
　多勢

　牧
　水
　の
耀う

崎
畷

枝
も
た
わ
わ
に
つ
も
り
て
春
の
雪
晴
れ
ぬ

一
夜
や
ど
り
し
宿
の
裏
の
松
に
（
死
か
芸
術
か
）

　
明
治
四
十
五
年
の
三
月
、
牧
水
は
太
田
喜
志
子
に
直
接
会
っ

て
結
婚
の
申
し
込
み
を
す
る
た
め
に
信
州
の
旅
に
出
た
。
四
月

二
十
二
日
、
信
州
広
丘
村
近
く
の
村
井
駅
で
太
田
喜
志
子
と
会

っ
た
。
駅
の
裏
手
の
静
か
な
野
道
を
歩
き
な
が
ら
「
喜
志
子
さ

ん
、
僕
と
結
婚
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」
と
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
た
。

　
こ
の
歌
は
求
婚
後
、
上
諏
訪
の
宿
で
詠
ん
だ
歌
三
首
の
中
の

一
首
で
、
第
五
歌
集
『
死
か
芸
術
か
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
歌
に
つ
い
て
伊
藤
一
彦
著
「
若
き
牧
水
」
で
は
次
の
よ

う
に
解
説
し
て
い
る
。
　
「
前
日
に
降
っ
て
い
た
雪
が
や
ん
で
、

ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
に
朝
日
の
輝
い
て
い
る
朝
で
あ
る
。
裏
手
の

松
が
、
そ
の
枝
々
に
も
う
こ
れ
以
上
つ
め
な
い
と
い
う
ほ
ど
雪

を
つ
ん
で
粧
っ
て
い
る
の
も
好
ま
し
く
目
に
映
っ
て
い
る
。
」

　
求
婚
し
た
そ
の
翌
日
の
朝
の
歌
で
、
幸
福
感
が
た
だ
よ
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
次
の
歌
も
同
時
期
に
詠
ん
だ
歌
で
、
求
婚
後
充
分
の
手
応
え

を
感
じ
て
か
、
牧
水
の
落
ち
着
い
た
心
境
が
う
か
が
え
る
と
さ

れ
て
い
る
。

　
あ
ち
こ
ち
に
山
桜
さ
け
り
わ
が
旅
の

　
終
ら
む
と
す
る
甲
斐
の
山
辺
に
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